
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

平成26年4月に「学びの場」を開設できるように公募等の準備を進めていく。

目標に対

する成果

の状況

発達支援を専門的に行う学びの場づくりの検討会議を開催した。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 17,223 16,516

0 16,516 16,516

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

概　算

人件費

2.00 2.00

0

707

Aの

財源

1,167

3

0 0 0 161

予

算

額

前年度繰越

当初予算

補正予算

0 1,170

1,170 161

合計（A) 0 161

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

検討会議開催 直接 検討会議実施 1,170 707 161

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 長野県内の学校教育に資するように県として設置することが必要

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

課・室 次世代サポート課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  ８　教育再生プロジェクト E-mail jisedai@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

7－2　子育て先進県の実現

発達支援を専門的に行う学びの場づくりの検討会議を開催する。

発達障害等の子どもに対する支援は、個々に応じた多様な対応が求められている。長野県内に先進的な教育課程や先進的なノウハウを

持ち発達障害教育の充実に資することを目的とする学びの場の設置を目指す。

発達障害等の子どもに対する支援は、個々に応じた多様な対応が求められている。長野県内に先進的な教育課程や先進的なノウハウを

持ち発達障害教育の充実に資することを目的とする学びの場がない。

成果目標の達成状況

項目

学びの場の誘致

事業番号 02 12 03 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 発達支援を専門的に行う学びの場づくり検討事業発達支援を専門的に行う学びの場づくり検討事業発達支援を専門的に行う学びの場づくり検討事業発達支援を専門的に行う学びの場づくり検討事業
担

当

課

部局 企画部

　　　　７　困難を有する子ども・若者への支援 実施期間 H24 ～

合計 1,170 707 161

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

1


